Panasonic 

組み立て説明書 

ホームシアターオーデイオシステム 


品ま SC - HTF 9 
SC - HTF 7 
SC - HTF 6 



イラストは SC - HTF 9 です。 


このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただを、まことにありびとラございます。 


保証書別添付 

• 組み立て説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

•組み立てる前に 「ま全上のごま意」 » 3ページ）を必ずお読みください。 

•保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書、組み立て説明書ととちに大切に保管して< 
ださい。 

• 取り扱いについては、別冊の取扱説明書をお読み<ださい。 


パナソニック株式会社 

AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 

〒已 7] - 8已04大阪府門真市松生田 T ] 番]已号 VQT 3 D 22-2 
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準備ずる 


必ず2人!•ソ上で行つてくださし、。 


部品*付属品を取り出す。 

• 上から順に取り出してください。 

• 本体はクッションを取り除しでから、前面側のスピーカーネット部に力を加えないように取り出してください。 

(本体を包装しているな護シートは後から使用しますので、包まれた状態にしておいてください。） 

•底板を包装している保護シートは「組み立てる」の手順8 (-»曰ページ）で使用しまずので、破5ないよ5にしてください。 

(包装仕様図） 
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組み立てに必要な部品の確認をずる。 

□①本体 （1 台） 

□③本体脚（上） （3 個） 

I SC - HTF 9 I 【 RKP 01 33- K 】 [ SC-HTPy | 【 RKP 01 33 A - K 】 
【 RKP 0134- K 】 


SC - HTF 6 


□③本体脚（下） （3 個） 


居 C - HTF 9 I【 RKP 0130- K 】 
【 RKP 0131- K 】 


SC - HTF 6 


SC - HTF 7 【 RKP 0130 A - K 】 


□④裏板让 ）（1 做 【 RKP 0139- K 】 
□⑤裏板（下） （1 初 【 RKP 0140- K 】 
□⑧棚板 （ 1枚） 


SC - HTF 9 I 、 
SC - HTF 7 I のみ 


居 C - HTF 9 I 【 RKQ 2 G 001 2- K 】 [ SC - HTF 7] 【 RKQ 2 G 00 1 3- T 】 
^3513'》 [ RKQ 2 G 0014- M ] / [ RKQ 2 G 00 1 4- T ] 

□⑦底板 （ 1枚） 

LSC - HTF 9 I 【 RYQ 0 810 -K 】 [ SC-HTFTJ【 RYQ 08 1 2- T 】 
^3513^ 【 RYQ 0814- M 】 / 【 RYQ 0814- T 】 

□⑧本体固定ねじ（日本） 【 RXQ 188 已】 

□⑨キャ スター (日個） 【 RXP 0071】 

《 SC - HTF 己の⑧棚板と⑦底板には、それぞれ色違いの2種 
類あ D ます。色の種類は、保証書または包装箱に記載されてい 
る商品品番 （ SC - HTF 己）のモ尾にある記号 -M (= ディアム 
ウッド )、 -T (ダークウッド）で識別でをます。 

•かっこ【】内は、2010年12月現在の品まです。 

• 包装な料などは商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。 
•ル物部品については爭 L 幼おの手の届かないところに適切にイ呆菅 
して < ださい。 n 



な知 S せ） 

•設置用部品（ガラス天板 （I SC - HTF 9 I のみ)、 
キャスター座、転倒防止ねじ）は、設置時に使用し 
ます。（一 r 取扱説明書」日、8ページ） 

•付属品（電源コード、 HDMI ケーブル、リモコン） 
は、接続と操作時に使用します。（一»「取扱説明書」 
9 〜 11 ページ） 


巧を上のご注意 (必ずお守りください) 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 

■ 誤った使い方をしたときに生じるを害や ■ お守りいただく内容を次の図記号で説明していま 

損害の程度を区分して、説明していまず。 ず。 （次は図記号の例でず） 


A 啓た 「死 t や重傷を負ラおそれびある 
ZlA 胃 a 内容」でず。 


してはいけない内容でず。 

A 実行しなければならない内容でず。 

* ^「軽傷を負ラことや、財産の損害 

/!\ 3# 胃 び発生ずるおそれびある内容」 
です。 

/\ 気をつけていただく内容でず。 

A 警告 


r 化ず組み立て説明書に従って組み立てる 


テレビび倒れたり落下して、けびの原因になりま 


r f 巧固定ねじはしっかりと締めけける 


〇 組み立てたあと、透を間やぐらつをびあると、テ 
_レビび倒れたり落下して、けびの原因になります。 


广ぐ5つきび発生した場合は、本巧固定ねじを締め 


なおす 


〇 ぐ日つさびあると、テレビび倒れたり落下して、 
けびの原因になることびあ0ます。 




^組み立て透中でのほ用はしない 


テレビび倒れたり落下して、けびの原因になりま 

V ノ 


コイン電池、拓倒防止ねじは、乱巧巧の手の届< 
ところに置かない 

0 誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。 

•万一、飲み込んだと思われるとさは、すぐに医 
師にご相談ください。 


A 注意 


組み立て、設置時には、指をはさまれないように 
ミち意する 

けびの原因になることびあります。 

• 特にお子様にはご注意ください。 

指はさみを意 


A 


部品*付属品の取0出し、組み立ては2人な上で巧ラ 

1人で無理に斤ラと、腰を痛めたり、けびの原因 
になることびあります。 


〇 


縦置をしない 

倒れた0してけびの原因になることびあ0まず。 


0 


ラックの組み立て時に、ラック下部の透を囲巧に 
足巧を入れない 

けびの原因になることびあ0ます。 


0 


不安定な場所に置かない 

0 高い場所、水平がの場所、振動 や 衝撃の起こ 
る場所に置かない 

倒れたり落下すると、けびの原因になることび 
あります。 


付属品は販売店でお買いまめいただけまず。ノ（ナソニック 
の家電製品直販サイト r バナセンス」でお買い巧めいただ 
けるちのちあります。詳しくは「バナセンス」のサイトを 
ご覧くださし、。 

CLUB Panasonic 

a"a く g"jo http://club.panasonic.jp/mall/sense/ 


携帯電話からちお買いホめいただけます。 

http://p-mp.ip/cpm 




—このマークがある場合は一 


ヨー□ツバ連合!•: m の国の廃棄処分に関ずる情報 



このシンボルマークは EU 域内でのみ有効で 
す。 

製品を廃棄する場合には、最寄りの巿町村窓 
□、または販売店で、正しい廃棄方法をお問 
い合わせください。 


3 











































































































































3 棚板を取り付ける。 

•板面に傷び付く場合びありますので、強く押し付けないでください。 


，組み立てる 


■ 組み立て作業は、2人 L ソ上で行ってください。 

■ ねじのヴイズに適合したプラスドライバーを用意してください。（過大な力の加わる建築工事用 
取っ手付をドライパーなどは使用しないでください。ねじ/ナットび破損ずることびありまず。） 
■ 接着剤は使用しないでください。使用ずると後で修理できなくなることがあります。 
■組み立て時に、前面のスピーカーネット部に力を加えないでください。 

■ 組み立て途中での使用はしないでください。 

■指をはさまないようにしてください。 

■ 棚板*底板は木材を使用しているため、若干のそりが発生している場合びありますび、 

本体固定ねじで締め付けることにより（一巨ぺージ手順巨）痛正されます。 


1底面が上になるように本体を置き直ず。 

• 保護シートの合わせ面び上になるよラに置を、テープ留めを取り除をな護シートを広げて<ださい。 
• 周囲に平らな作業スペースを十分確なして<ださい。 


の後面側を持ち上げる。 ③後面側を上にして一度立ててか5、③底面び上になるように置く。 

ゆっくり倒ず。 



ム 本体脚（上 （ほいち)） と裏板（上 （ほいち） : I SC - HTF 9 し I SC - HTF 7 |のみ)を取り付ける。 

• 本体脚と裏板には2種類の高さびあります。 ほいちが本体脚（上）と裏板（上）でず。 

• 3 つある本体脚（上）に区別はありません。 

• 中央の本体脚は、前面から見て向かってち側の本体脚とま部の位置び同じになるよラに取り付けて<ださい。 
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本体の端と棚板の端び揃ラ 
よラに置さ、突部と巧の位置を 
合わせて入れる。 



4 


5 


本体脚（下 （高いち)） と 
裏板 CF 搞いち）： I SC - HTF 9 I . 

I SC - HTF 7 I のみ)を取り付ける。 

• 本体脚と裏板には2種類の高さびありま 

す。 高いちび本体脚（下）と裏板（下) 
でず。 

• 3つある本体脚(下）に区別はありません。 
• 本体脚と裏板の取り付けは、手順2を 
参照してください。 



底板を取り付ける。 

• 板面に傷び付く場合びありますので、強く押し付けないでください。 



己 



溝のあるちが 
上になるように 


突部と巧の位置を 
合わせて入れる 


SC - HTF 7] のみ） 




溝のあるちげ 
上になるように 
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本体固定ねじを挿入-固定する。 

• 一度それぞれの本体固定ねじを軽<締めて 
から、 透を間やぐらつさびないよラに 
しっかりと締め付けてください。 

• しっかり締め付けると、本体固定ねじ頭 
の平らな面と底板面びほぼ同じ高さにな 
ります。 

• 締め付けび不十分な場合、台びぐらつい 
てテレビび転倒する場合びあります。 

• ぐらつをびある場合は、異物などの 
かみ込みびないか確認してください。 



キャスター(巨個）を取り付ける。 


•柔らかい床材（畳、毛足の長いじゅ5たんなど）の上に設置する場合は、キヤスターを取 D 付けないでください。 



後ちにゆっくり倒してか5、起こず。 

• 底板を包装していた保護シートを後方に 
並べて敷いてください。 

• 床に置くとさに手や足をはさまないよラ 
にしてください。 

• 後面側のキヤスターび動かないよラに起 
こしてください。 


I 亮成図 I 


(前面） 本体脚(上）（ほい方） （を面） 


裏板让）（ほい方） 


ィ C ぶ S / 一）、 
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本体脚(下）（高い方） 


裏板(下）（高い方） 


①をちにゆっくり倒ず 


③ゆっくり起こず 
























































































































































